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でしょうか？更新に必要な本数は、樹種や環境条

件によって違うため一概に言うことはできません多雪地域のブナ二次林

どうなる？皆伐後のブナ二次林

　東北地方、特に多雪地域ではブナ林が広く分

布しています。ブナ林は昔から薪炭林として利用

されてきたため、現在みられるブナ林のほとんど

は伐採された後に回復した森林「二次林」です。

ブナ林を伐採するとミズナラ林等に置き換わっ

てしまうことが多いのですが、多雪地域では伐

採後もまたブナ林になる例がみられます。ブナ

二次林では、現在もパルプ利用等を目的に皆伐

が行われています。繰り返し伐採・利用される

ブナ二次林は、今後も回復して森林となるでしょ

うか？これは、将来の自然の姿や資源の安定供

給を左右する重要な問題です。

伐採後に再び森林となる
可能性を評価する

　広葉樹林では、針葉樹人工林と違い、伐採し

た後に苗木の植栽を行うことは稀で、通常は自

然に生じた後継樹（切り株からの萌芽や種子由

来の稚樹）が成長して新たな森林になるのを待ち

ます。このように自然の力で進む森林の世代交

代を「天然更新」と呼びます。この更新が確実に

）で評価し ha/進んでいくかは、後継樹の本数（本

ます。では、どのくらいの後継樹があれば良いの

が、例えば山形県では、「高木性樹木の樹高1.2m

以上の後継樹が、皆伐から5年以内に2,500本

/ha以上必要」とする基準を設けています。

山形県置賜地方での
皆伐後の更新状況

　多雪地域である山形県置賜（おきたま）地方の

ブナ二次林で、皆伐後の更新状況を調査しまし

ブナが9割を占める純 )た。皆伐前の二次林は、(1

林と、(2)ブナが6割でミズナラとその他の落葉

樹が 4割を占める混交林の2タイプがありました

（写真1）。これらの二次林を皆伐した翌年に切株

からの萌芽本数を調べたところ、純林で調査し

た26本の切株ではどの樹種でもほとんど萌芽

写真１　皆伐前のブナ二次林と皆伐後の様子
　（左：ブナ純林、右：混交林）
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がみられなかった一

方、混交林では切株55

本に対して合計171本

の萌芽が確認できまし

た。混交林で萌芽が確

認された樹種は、ブナ、

ミズナラ、マルバマンサ

ク、ハウチワカエデ等で

した。ブナ以外の樹種

は、萌芽しやすい性質

をもっており、これらは 図１皆伐から数年後のブナ二次林での樹種ごとの後継樹数

純林にはあまり生育していませんでした。ブナは直

径が比較的小さい個体では萌芽することが知ら

れており、混交林ではそうした傾向がみられまし

た。一方で、純林ではどのサイズでも萌芽しなかっ

たため、こうしたブナの萌芽傾向の違いについて

は今後も検討が必要です。

　皆伐から２～５年経過した跡地で高木性樹木

の後継樹（萌芽と種子由来の稚樹）の本数を調

びブナとその他の広葉樹が生育する混交林になる

可能性が高いと考えられます。ブナ純林の皆伐跡

地ではブナ稚樹が大量に存在していたため、少な

くともブナが多い林にはなるものと考えられます。

確実な更新に必要な条件と
今後の課題

　今回調査したブナ二次林で十分な後継樹がみ

られた理由としては、これらの二次林が林齢 60

2m以上の後継樹は、純林と .べたところ、樹高1

混交林でそれぞれ 5,200本 /ha、2,625本 /haで、

山形県の更新完了基準を満たしていました。両二

次林ともに、これらの後継樹にはミズナラやウワ

ミズザクラ等が多くみられました（図1）。純林で

も多種の広葉樹がみられたのは、近隣の森林か

ら種子が運ばれてきたためと考えられます。樹

年以上であったため十分な種子が散布されてい

たこと、萌芽しやすい樹種が多くあったこと等が

挙げられます。さらにここでは、後継樹の成長を

阻害するササが少なく、シカによる食害も今のと

ころほとんど見られないため、更新が阻害される

リスクも低いと考えられます。

　しかし、皆伐後にまた利用可能な林に回復す

2m以下の後継樹では、ブナも多く確認さ .高1

れ、特に純林では約 9,000本 /haもの後継樹がみ

られました。

　以上の結果から、今回調査したブナ二次林の

うち、今回調査したブナ二次林は、必ずしもブナ

が優占するかどうかは分からないものの、今後、再

るまでは、少なくとも60年は必要です。更新が見

込めるからと次々に皆伐を進めると、これらのブ

ナ二次林はなくなってしまうでしょう。今後の課

題は、現在の資源量を把握し、伐採と回復のバラ

ンスをみながら計画的に森林を利用することだ

と考えています。 
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